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:
学
校
の
巡
五
口
制
酬
は
、
九
だ
か
ら
会
凶
で
災
泌
さ
れ
、
む
祉
万
第
二
上
総
討
が
休
校
日
と
な
2

宵

宵
:
り
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
市
内
々
背
中
や
校
で
は
、
五
月
εγ
ぃ8
一
一
，
口
の
第
附
問
土
山
明
日
を
休
校
i
i宵

宵
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
六
月
ま
た
は
じ
日
付
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
:
宵

骨
れ
に
し
て
も
、
必
一
十
一
次
紀
を
伊
う
子
供
た
ち
が
籾
る
く
健
や
か
に
の
び
の
び
と
生
活
で
き
こ
肯

背

4
0
ょ
う
、
得
家
践
で
、
ま
た
地
域
「
る
み
で
滋
か
く
見
守
っ
て
く
だ
苦
い
。

子
供
た
ち
は
奴
か
な
物
に
閥
ま

れ
、
何
ョ
つ
よ
中
h
M
山
川
め
な
い
終
ら

し
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え

ま
す
。し

か
し
、

f
供
た
ち
に
と
っ
て

勾
務
大
切
な
心
と
体
は
、
多
く
の

山
川
泌
を
抱
え
て
い
ま
す
。
本
米
の

f
供
ら
し
い
治
発
さ
を
失
い
、
れ

な
心
や
例
法
然
、
協
制
町
役
に
欠
け

る
f
伎
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
か
ら
似
定
後
の
滋
ぴ
、
山
口
然

体
験
、
佐
治
体
験
、
い
に
弘
併
の
予
ハ
は

い
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
減
少

の
鎖
向
に
あ
り
ま
す
。

q
N、
体
験
が
mvお
な
f
供
は

ぷ
泌
が
事
く
、
小
ぃ
〕
前
打
体
告
別
市
し

い
と
山
崎
じ
、
勉
強
や
遊
び
な
ど
に

も
絞
鋭
的
で
す
。

令
向
山
間
に
、
今
年
の
九
月
か
ら

川下伸明判担任
M
M
判
例
が
実
施
さ
れ
、
毎

日日第守，
k
m峨
日
が
休
校
口
と
な
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
た
だ
単
に

休
み
の
口
が
増
え
る
こ
と
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
に
明

浜
大
切
な
体
験
伊
沢
の
場
と
時
間

を
機
供
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

か
な
生
殺
を
滋
る
こ
と
が
で
き

る
よ
、
つ
に
な
号
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の

滋」急
激
な
絞
め
中
の
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。
脱
僻
議
中
心
の
級
淡
か

ら
ザ
ム
築
中
心
の
経
済
へ
の
社
会

総
巡
の
変
化
、
絞
家
族
化
-
都

市
化
的
進
附
間
に
件
、
つ
潟
然
潔
竣

の
減
少
な
ど
、
多
く
の
粗
品
化
を

経
験
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
、
テ
レ
ビ
な
ど
か

ら
問
核
的
な
体
験
予
刊
を
す
る
こ

と
争
込
い
の
で
す
が
、
や
は
り
口

分
の
五
感
を
十
分
に
帥
聞
か
せ
て
実

体
験
的
機
会
を
多
く
持
つ
、
」
と
が
、

子
供
た
ち
に
内
発
伐
を
身
に
付
け

さ
せ
、
社
会
的
変
化
に
対
し
て
h

体
的
に
対
応
で
き
る
能
力
を
壊
、
っ

そ
の
中
で
、
人
々
の
側
銀
総

や
教
育
制
怖
が
次
数
に
変
化
人

こ
れ
ら
の
変
化
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
、
常
絞
殺
崩
門
付
~
け
で

な
く
、
中
航
路
や
地
域
な
ど
の
教

育
的
役
刻
、
機
能
を
こ
れ
ま
で

こ
と
に
な
り
ま
す
。

子
供
の
発
遠
投
併
に
応
じ
、
ト

分
な
体
験
が
で
き
る
場
と
ゆ
と
り

の
時
間
を
機
的
悼
す
る
こ
と
が
、
日
γ

佼
迎
託
行
制
の
ん
き
か
φ
げ抽出拙とい

、
え
ま
す
。んつ
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5
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お
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ド
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間
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の
ふ
れ
あ
い
教
狩
告
、
巾
ぃ
一

波
川
山
下
叩
叩
れ
や
や
佼
巡
五
日
制
の
本
即
日
…

的
な
こ
と
と
議
づ
け
て
撃
し
…

て

い

ま

す

。

一

そ
の
山
中
で
、
山
地
指
定
的
実
践
校

じ
よ
る
k
印
刷
休
校
の
完
ぬ
と
併
せ

て
、
条
件
後
備
と
併
発
治
制
酬
を
九

日
聞
の
み
起
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

数
行
愛
民
会
を
中
心
に
庁
内
に
学

校
週
五
日
制
検
討
委

Hμ
会
な
ど
を

ぷ
け
、
各
拘
H
成
同
体
へ
の
件
発
一
出

動
な
ど
、
多
く
の
一
聞
か
ら
凡
〈
体
的

な
取
れ
ソ
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

山
下
校
で
は
、
九
月
か
ら
潟
施
さ

れ
る
週
五
日
制
叫
が
ス
ム
ー
ズ
に
実

施
で
き
る
よ
う
、
市
な
の
お
小
川
市

佼
で
は
五
月
喝
一
十
三
日
の
筑
間
K

Mm
れ
を
休
校
何
日
と
し
ま
す
。
市
江

小
学
校
と
市
立
幼
権
闘
で
は
、
六

日付占
4

ト
じ
日
の
第
向
上
山
崎
日
(
山
〔
心

持
・
肌
鉱
閉
出
小
山
下
校
と
松
附
胤
幼
松
岡

山
同
六
月
十
、
守
口
、
山
下
小
川
z校
は

じ
月
ト
も

hH)

を
一
体
後
日
に
子
定

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
山
市
小
宮
V

・
松
絞
小
学
校
、

江
問
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
こ
の

'仁川

mu休
校
と
は
別
に
、
山
山
指
定

的
%
減
校
と
し
て
の
取
ワ
総
み
も

子
山
止
さ
れ
て
い
ま
す
。





、有意義に

この活のために立てた針鶴が災行できまし

kこ。

しいd雲まい惑とさ

せてしまうことがあワました。

平塚市立幼稜鶴、小学校、中学校;立、

燃やに IT君、ゴ二磯休校 1を設けます。

各中学校では 5}ヲ23 の築基土曜績を休校

羽とします。 inJ1:小学校と市立幼移民援jでは、

6 Jヲ27践の第 4二乞1I譲治〈議u善幸@松滋小学校

松原 幼 稚 溺 はヲ、下小学校はヲ

)を休校段に予定しています。

幾号李@松探小、江磁や学校については、

の土曜休業とは別に、築指定の実践校として

の絞り組みも予定されています。

市立幼稚爵、小学校、中学校や東言護学校

が、 9}ヲから毎月第 2之穣践が休校滋となワ

ます。

古河 12E1 10Jヲお〈今年度i立体予ぎの双と

震なります) 11月14ヨ ヲ 1汚号

B 2 R 13 3 R 13Eヨ

霊童伎が主主主まれをまず

子供の霊童文士な手さ

い先見役、慰霊童

癒力者を滋ぐくむこ

幼!患や小学生にとって、一生のう I1こ問養護者を語専決してご
ちで章受も湾動的主主この善寺綴{談、徳警察 iカJ

fZ:も軽量事霊的主主懇告究者を誇って行童診して

いく慾震後身につける符翼認でもあり

言告す。

そのだめj之、 iや罪塁との体緩や遊び

組癒して滋霊訪枝、審議慾殺を主暑につけ



(4 ) 

そ
こ
で
¥

，、長校i箆5H!liiJ特集

学
校
週
五
百
部
で
、

市
内
の
小
学
生
、
中
学
生
に
意
見
を
聞
い
て
み
ま
し
注
。
土
鶴

田
・
日
曜
日
の
過
ご
し
方
は
¥
ど
う
し
疋
ら
畏
い
の
か
、
ご
家

族
の
み
な
さ
ん
で
話
し
合
っ
て
く
定
さ
い
。

平成 4~p5fl17 日

@勉強をする
@本を読む

傷音楽竜王聴く

命テレどを見る

@学校ではできないことC挑戦する

eふ去さん遊べない友達と遊ぶ

議参いつもやりだいなあーと思ってい定こ

とをやる
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